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グ 9v ン， DL-アラニンおよび L-ロイ V ンをν アンエナノレ化して得られる N-V アンエチノレグ 9V
γ ， N-V ア γ ェチノレーDL-アラニンおよび N-V アンエナノレーL- ロイ V~ よりこれらの Nーカノレポベ γ
ゾキ ν誘導体を経てそれぞれの Nーカノレポン酸無水物を合成した。
これらの N-V ア γエデノレアミノ酸無水物の構造を元素分析， 誘導体の合成ならびに赤外吸収スペ
クトノレによって確認した。
これらの N-V アンエナノレアミノ酸無水物は全て第一，第二および第三アミ γ と反応する事が明ら
かとなったo
N-V アンエチノレグ 9V ンーNーカノレポン酸無水物についてν クロヘキ Vノレアミン，ジエチノレアミン，
トジヱナノレアミ γ ， N-V アンエナノレグリ νγ-V クロヘキ νノレアミドおよびN-V アンエナノレグ 9V
ンジエチノレアミドを開始剤として重合反応を行なった。溶媒としてジオキナンとジメチノレホノレムアミ
ドを使用し， 500C に於ける各開始剤による重合反応をナトリクムメトキ V ドによる滴定法を利用し
て，その反応速度を測定した。
上記二種類の溶媒中での反応速度はト P エナノレアミン>ν クロヘキ Vノレアミン，ジエチノレアミンミ











ブィーによって分析した。分析の結果は，重合体と同時に全ての試料中に N， N'-v ì/ アンエナノレジ
ケトピペラジンの存在が確認された。更にジメチノレホノレムアミド中トりエナノレアミンによる重合反応
の生成物は分析の結果比較的低分子量であることが明らかとなった。





αーアミノ酸の Nーカノレポン酸無水物 (NCA) の重合反応はポリペプチッド合成の重要な道である口
岩本君の論文は N-ì/アンエチノレーグリì/:/， DL-アラニンおよび L- ロイ V ンを合成し，これを N­
カノレポン酸無水物に誘導し，それらの化学的諸性質および重合反応について詳細な検討を行なったも
のである。第 1~4編よりなっており第 1 編においては N-ì/アンエチノレグ 9 ì/ンの Nーカノレポン酸無
物をグリ V ンのアク P ロニトリノレによる ν アノエチノレ化，およびこれのカノレポベ γ ゾーキ V化とホス
水ゲンの作用によって合成したことにつき述べ，生成物の性質，第 1 ，第 2 ，第 3 アミンに対する反
応について明らかにした。第 2~3 編においては Lーロイ ν ン， DL-アラニンについて同様の研究を
行ない対応する Nーカノレポン酸の無水物の性質を明らかにしている。第 4 編においては， これら酸無
水物の重合性，重合生成物について詳細な研究を行なっている。 ν アノエチノレアミノ酸N カノレポン酸
無水物は通常の αーアミノ酸N カノレポン酸無水物と異なり重合速度緩慢であり (これを ν アノエチノレ




キ νノレアミン ，V' エナノレアミン， トリエナノレアミンのアミン類， N-ì/アンエチノレグ 9 ì/ンのアミド，








以上岩本君の研究は， N-ν アノエナノレアミノ酸 Nーカノレボン酸無水物の合成および重合反応につム
て詳細にしたものでポリペプチド化学の知見に寄与するところ大きく，同君の参考論文 5 編を併せて
考えるとき，博士学位論文として十分価値あるものと認める o
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